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■無農薬野菜の自社生産に乗り出す
　県内で自然食ビュッフェレストラン「だいこんの花」を
展開する株式会社アメニティが、2009年に無農薬野
菜を自社生産する「農業生産法人あいあいファーム」
を立ち上げた。レストランのお客様に安全・安心の無農
薬、有機栽培食材を安定的に提供するのが目的だ。
　「だいこんの花」を始めた当初は、希望していた安
全・安心の食材を安定的に手に入れ
ることが難しく、年間を通した供給体
制を構築できなかったことから、「そ
れなら自分たちで作ろう」と思い立ち
農業生産法人を設立した。
■6次産業化にも取り組む
　あいあいファームは、今帰仁村内
の農地で農業生産に取り組み、「だ
いこんの花」に安全・安心の野菜を
供給してきたが、近年は、地域資源を
活かして、生産だけでなく加工、販売
までを総合的に行うプロジェクトをスタートさせた。地
元農家と連携して地域の自給率を高め、最終的には農
業への関心を高めることを目的とした体験型教育ファ
ームの構築を目指している。同プロジェクトは、2011年
に廃校となった今帰仁村立湧川小学校跡地に本社を
置き、460坪のハウス１棟からスタートした。その後、農
家から放棄農地を借りて、3年で２万坪を超える農地を
有するまでに至っている。
　現在、自社産の大豆や県内農家と連携して沖縄産
小麦を栽培し、味噌、豆腐などの加工商品を生産する
ほか、天然酵母パンや米粉を加えたスイーツなどの自
社商品も開発。2012年2月に宜野湾市大謝名に直売
店「たいよう市場」をオープンさせた。
「有機野菜やその加工品は、「だいこんの花」に供給

するだけでなく、カフェを併設した直売所のたいよう市
場で販売しています。県産素材のパイナップルやドライ
フルーツ、沖縄産ハーブなどを使用したスイーツやパン
は、お客様から好評を得ています」
■食と農業について学ぶ教育ファームの整備に向けて
　「農業の担い手はみな高齢化し、放棄農地も増え、
集落の機能が成り立たない地域が増加しています。食

に携わる者として何ができるのか。こ
の事業は、単に自分達が必要なもの
を作るという農業から、田舎を守り、
自給率を上げ沖縄の食糧を守るとい
う、やりがいのある取り組みに発展し
ています。いまでは私よりもスタッフの
ほうが燃えています」
　生産から加工、販売までと、順調に
展開しているあいあいファームだが、
「まだ計画の３割程度しか達成してい
ません。今後、農業体験のできる農場

の整備や、食べて学べる体験型宿泊施設など、教育フ
ァームとして整備していくために、やることがたくさんあ
ります」。
　地元今帰仁村や近隣市町村出身者を積極的に採
用し、地域の雇用拡大にも積極的に取り組んでいる。
　安心・安全な食を提供したいという発想から始まって、
農業を通した地域活性化まで見据える伊志嶺氏の取
り組みは、まだまだこれからだ。
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今帰仁村の農場で栽培された野菜が、各店舗
へ供給されている。

沖縄企業の広報・販路開拓戦略における成功のカギは「PRS」にあるとみている。資金力の乏しい間
は、それなりの戦い方があるのだ。県内企業の成功事例から、無料で「PR」する方法や、展示会など
の「Show」の効果的な利用法などについて考えてみたい。

　「なぜ、良い商品なのに売れないのだろう」日々
悶 と々している経営者も多いはず。商品自体の問題
もあるが、その商品の良さが本当に消費者に伝わっ
ているか再考するのも問題解決の糸口の一つとなる
だろう。県内の成功企業の事例を見ると、メディアな
どに記事として取り上げてもらうPRの上手な活用と、
展示会などのShowを有効に活用しているという共
通項がみられる。弊社では、それぞれの頭文字をと
った“PRS”が県内企業のプロモーション事業におけ
る成功の秘訣とみている。今回はそのうちのPR手法
について解説する。
●そもそもメディアに「PR」できることが大事
　ひとくちにプロモーションと言っても販売促進、口コミ
など様々な手法があり、県内企業の場合はコストがかか
らないPRを上手に活用して業績を上げた事例が多い。
ただし、広告の場合は、メディア（新聞・テレビ等）を活用
して自社の伝えたいことを発せられるが、PRはメディア
の記者や編集者の器量で情報が発信されるため、情報
の主体性と責任はそのメディア側にある。自社ではその
内容についてコントロールできないデメリットがある。
　メディア側も、視聴・購読者にとって有益な情報でな
ければ、相手にしてくれない。「マンゴージュースを作っ
たのでメディアに取り上げてもらえないか」という類の相
談を受けることが結構あるが、もちろん特徴がなければ
無理な相談である。取り上げてもらうコツは、まず①社
会性・公共性があるか。県内初、日本初、それに近いぐら
い革新的かあるいはその商品が地域、関連業界の発展
にも寄与するほど重要かどうかが大事だ。次に②時事
性があるか。例えば震災後であれば、復興に寄与する
商品など、時機を得たタイムリーなアプローチかどうか
も大事な視点となる。そして、③情報の鮮度も大事だ。
商品の一斉発売日など、行事の節目でのリリースがお

勧めだ。そもそも、記者の方々に「面白い」「もっと聞か
せて」と思ってもらえる商品でなければ市場でも苦戦
するはず。メディアの人に相談し、記事にするのは難し
いと言われたら別のプロモーション戦略を考えるべき
だろう。
●「PR」手法も独自スタイルにこだわる
　広告費をほとんど使わず、その代わり、取材依頼は
断らないという企業経営者に何人かお目にかかった。
県内企業の場合、資本力が限られているので、商売が
軌道に乗るまで、特にPRに力を入れることが多いよう
だ。しかも、独自の手法で売り込んでいる。例えば、笑味
の店では、取材の際は必ずおじぃおばぁ達に同席しても
らって健康と絡めた商品紹介を行ってきた。石垣の塩
は「自然の恵みを無駄なく使う」というコンセプトのもと、
塩だけでなく化粧品やスパ商材など多様な商品“群”
として情報を提供した。レイメイコンピュータは会社の
認知度や信頼感向上を狙ったPRを行ってきた。最近
では銀聯カード対応の「BigBangPOS・謝謝」の発表
など、メディア受けの良いキャッチフレーズを特に重視
している。沖縄ティーファクトリーは、海外を含めたグロ
ーバルキャア構築を視野に、取材は月１回までと決め、
信頼できるパブリシティを厳選することでブランドイメ
ージを守っている。
　このようにPRといっても、様々なやり方がある。自社
の商品コンセプトを十分理解し、メディアと上手くお付
き合いして、いずれしっかりと広告費を出せる企業にな
るまで地道にPR活動を行うことが大事だ。「沖縄」とい
うブランドはメディアにも取り上げられやすく、PRを続
けていれば、ひょんなことから大きな流れに乗ることも
十分想定される。　
　次回は、さらに販路開拓も含めた「PRS」、沖縄型の
販路開拓の成功法則について解説する。
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琉魂異才…琉球古来の精神を失わずに、異国の学問・知識を地域にあった形で消化・解釈し、
 ビジネスに活用しようというメッセージを込めた造語。

豊富なメニューがところ狭しと並ぶ、だい
こんの花店内。

沖縄流成功企業の6PS
Part.1

沖縄型成功企業のPRS
Part.1 PR

代表取締役社長　伊志嶺勲氏

生産、加工、販売を連携し、
食の安全・安心と農村の活性化を図る。

商業者主導による事業展開 安全・安心な食の提供

連携パターン 参入のきっかけ

農業生産法人　株式会社　あいあいファーム

問い合わせ先 問い合わせ先 

農業生産法人　株式会社　あいあいファーム
沖縄県国頭郡今帰仁村湧川577〒905-0412

TEL ： 098-855-5657 　FAX ： 098-855-5666
URL  http://happy-aiaifarm.com


